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ヒ トとラッ トにおける混合味溶液の味質 とおい しさの判別

論文審査の要旨

従来行われてきた味覚研究の多くは,いわゆる5基本味を代表する単体の味刺激物質に

対する生体反応を調べることに終始してきたきらいがある。しかしながら通常,われわれ

ヒトを初めとする雑食性動物が摂取する食物は,複数の化学物質 (味物質)が複雑に混じ

り合った混合刺激物であるはずである。本論文は,こ のような混合味物質をヒトがどのよ

うに認知し,おいしさを感 じるかを調べるとともに,ラ ットを用いた動物実験により,混
合味溶液の認知と嗜好の関係を系統立てて検討したものである。

ヒトを対象とした実験では,混合味溶液の味質強度を Labeled Magnitude Scale法

(Greenら ,1993)に より,おいしさをLabeled Hedonic Scale法 (Limら ,2009)イこ基

づき検討 した。その結果,5mMサ ンカリンナ トリウム (sacc)に食塩 (Na)を混合した味

溶液に対する塩味強度は,単体 Na味溶液の塩味強度に対して有意な主効果を認め,かつ
,

5mM Saccに 0.3M Naを 混合した味溶液に対するおいしさは,同濃度の単体 Na味溶液のお

いしさよりも有意に上昇すること,さ らに塩酸キニーネ (Q)イこ5mM Saccを混合すると,

やはり同濃度の単体 Q味溶液よりも苦味が抑制され,結果,おいしさも,単体 Q味溶液よ

りも上昇することを明らかにした。

ラントを用いた動物実験では,Sacc,Naお よび Q単体味溶液および,Saccと Naま たは

Qの混合味溶液に対する対蒸留水の嗜好性を二瓶選択法で調べた後,Naまたは Qに Sacc

を混合した味溶液に対する嗜好性が単体 Na味溶液または Q味溶液に対するものとどう異

なるかを三瓶選択法およびリックテス トで検討した。その結果,二瓶選択法,リ ックテス

トともに,Naま たは Qへの Saccの混合によりその嗜好性は,同濃度の単体 Na味溶液ま

たは Q味溶液に比べ,上昇することを見いだした。

さらに続く実験では,味覚嫌悪づけを用いたリックテス トにより,Saccと Na混合味溶

液に条件づけられたラントも,Saccと Q混合味溶液に条件づけられたラントも,その含

有成分をまったく別の味質と認識することはなく,正 しく認識していることを明らかにし

た。
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以上の結果は, ヒト,ラ ントともに,嫌悪性味溶液に嗜好性味溶液を混合すると,嫌悪
性コンポーネントに対する味質強度が低下し,おいしさ (嗜好性)が上昇することを,ま
た,混合味溶液の味質は,色の混合の場合のように,含有成分と具質のものとして認知さ
れるのではなく,その基本的なコンポーネントは,消失することなく基本的に維持され認
知されていることを結論づけることとなった。

このように,本論文は,よ り通常の食物に近い混合味溶液を味刺激として用いた場合の
ヒトおよびラットの味質認知および嗜好パターンを解明した点で,科学的価値が非常に高
いばかりではなく,今後の食嗜好発現や味覚情報処理の解明に対して大きな礎となる成果
を与えるものとなった。以上の点を総合的に評価し,審査委員は,本論文を博士 (歯学)

に値するものと判定した。
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